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7‐1. 柱･はり接合部低減係数の変更柱 はり接合部低減係数の変更

柱及び梁に いて内蔵鉄骨の継手及び接合部の応力伝達能力を特に検討しない場

2009 年ＳＲＣ耐震診断基準Ｐ15 

【デフォルト】

柱及び梁について内蔵鉄骨の継手及び接合部の応力伝達能力を特に検討しない場
合、柱の内蔵鉄骨自体の終局強度に表８に示した低減係数を乗じて算定する。

表8 接合形式による低減係数 （2009年SRC造診断基準Ｐ15）

接合 鉄 接合部
低減

【デフォルト】
ＳＲＣ柱の鉄骨自体の強度に低減を乗じます

接合位置 鉄骨形式 接合部形式
低減
係数

通しガセット 1

柱梁接合部

格子形
トップアングル 0.9

その他（例えば、取り付け山形鋼のみ
によって接合した場合など）

0.8
よ 接合した場合な ）

充腹型 柱貫通形または梁貫通形の接合形式 1

柱および梁 継ぎ手
格子形

ベ またはボ 接合形式
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【操作】
[耐震診断]→[計算条件]→[SRC鉄骨接合部低減係数]より、

入力省略のチェックを外し、低減係数を入力します。

柱および梁の継ぎ手
格子形
充腹型

リベットまたはボルト接合形式 0.8



7‐2. 引張鉄骨有効断面積の考慮7 2. 引張鉄骨有効断面積の考慮

• Ａｎの欠損率を考慮
基準付則の曲げ終局強度及びせん断終局強度の計算時に鉄骨の
引張有効断面積に対応するために、欠損率で考慮できる。

欠損率＝（20.5×6×2）/1505.4×100（％）＝16.3(入力値)
例）

欠損率 （20.5×6×2）/1505.4×100（％） 16.3(入力値)
欠損部 全断面積 欠損率

弦材：２Lｓ－65×65×6
（1505.4㎜2）

リベ トリベット：19φ
（穴径20.5㎜）

参考 2009年SRC診断基準 同解説 205 記号説明
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参考：2009年SRC診断基準 同解説 p205 記号説明
参考：2009年SRC診断基準 適用の手引き p8 Msu・sPtの計算、 p196 Msuの計算
入力：[構造計算共通条件]→[部材断面特性]→[部材断面特性]→タブ：鉄骨断面 の『断面欠損率』
出力：§6. 部材断面特性 6.1.1 共通断面特性



7‐3. 残存軸耐力(Ｎr)残存軸耐力( )
2009年SRC診断基準 同解説 1.1.3 p45～p46、p218～p220

Ｎr =αc･Ａce･Ｆc ＋ηcr・( b・D -αc・Ace)・Fc + sＡ･sσy

【デフォルト】 バンドプレートピッチ 80㎝

無拘束コンクリート 拘束コンクリート（ａc・Ａce）

αc ce c ηc ( αc ce) c s sσy

鉄骨で拘束されたコンクリ ト

無拘束コンクリート 拘束コンクリート(αc・Ace)

αc：鉄骨で拘束されたコンクリート

(拘束コンクリート)の強度有効係数

ηcr :無拘束コンクリートのη 束

残存軸耐力保持係数

N＞Nrの場合、第2種構造要素の候補柱とし、CSV形式にて詳細を出
力しています。
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入力：[構造計算共通条件]→[部材断面特性]→[部材断面特性]→
タブ：柱鉄骨断面の『SRC柱鉄骨バンドプレートのピッチ（㎝）』

CSV出力：[耐震診断]→[CSV形式の出力]→[残存軸耐力一覧]



7‐4. 外柱の柱脚部引張破壊
/

7 4. 外柱の柱脚部引張破壊

）Σ h/(b)((C
CB 指標

1/2

）･Σ BB hW/(b)(N(TC U＋B 

N
uT ：外柱の柱脚部の引張強度 (N)

P=CB・ΣW

外柱の長期軸力 ( )

urgruaga aa0.75 σσ・ ・＋・uT

N Ｌ HBhB：外柱の長期軸力 (N)

Hｂ /hB 　32
uagaa σ・

柱脚部 dB
：アンカーボルトの全断面積（㎜2） 、引張破断強度（Ｎ/㎜2）

主筋 全断 積（ ） 引張破断強度（ ）

・

urgra σ・ ：主筋の全断面積（㎜2）、引張破断強度（Ｎ/㎜2）

ＦB 指標

1 0≦topｊu T/Ｔ 271FB の場合1.0   ≦topｊu T/Ｔ

1.3    ≧topｊu T/Ｔ

T 柱頭部の引張降伏強度（N）

27.1FB 

0.2FB 

の場合

の場合
ただし、中間は直線補完とする

71参考： 2009年SRC造診断基準p18、p117、p128、p139 p288
ｊuＴ

  topT
：柱脚部の引張破断強度（N）

：柱頭部の引張降伏強度（N）



7‐4. 外柱の柱脚部引張破壊
/

7 4. 外柱の柱脚部引張破壊

外柱の柱脚部引張破壊の自動計算条件

2/2

1）構造種別をSRC造とした層のSRC造柱を対
象とします。

2）SRC造（鉄骨内造）の柱符号にレベルLd（埋

検討方向

2）SRC造（鉄骨内造）の柱符号にレベルLd（埋
め込み深さ）を0としたベースプレートを配置し
ます

3）フレ ムの最外端となる柱を対象に計算し3）フレームの最外端となる柱を対象に計算し
ます。NS（NL+αNe）が引張の場合、外柱の柱
脚部引張破壊の検討を行います。

（a）構面ごとのCB，FB指標および適用範囲外規定の判定

RC柱 SRC柱

EoBが最大となる結果(1グループ式による)
※外屋のRC柱は、無視

隣のＳＲＣ柱を外柱と認識しま

RC柱 SRC柱

隣のＳ Ｃ柱を外柱と認識しま
す。

出力： 10.2  2次診断グルーピングの結果(正加力時)
（7）外柱の柱脚部の引張破壊に基づくＥoB（正加力時) 72


